
診療放射線技師養成のための e ラーニングシステムの開発と評価 

鳥谷尾 秀行†  渋井 二三男‡  坂本 重己††  辻 達之‡‡ 

秀明学園†   城西大学‡   城西学園††  九州工業大学‡‡ 

 

 

 

１．まえがき 

著者らは文科系学生や診療放射線技師養成学校

の低学年の学生に e ラーニングシステムを開発

してきた。今回、放射線技師の国家試験対策と

して、従来の講義や独学による勉強より、短時

間で実力が付き、またインターネットに接続で

きる環境であれば、いつでも、どこでも、１人

でも勉強できるように簡易な動画コンテンツを

開発した。（図 1-1）（図 1-2）（図 2-1） 

（図 2-2）（図 2-3） 

現在、診療放射線技師養成のための教育現場

において、高校で選択していない生徒も多く、

主に物理と電気回路などの計算を必要とする科

目の学習困難が問題となっている。したがって

具体的には、国家試験の中の電気回路や物理の

問題で、計算で解くのは難しいものをヴィジュ

アル化して、動画で見られるようにした。動画

により計算に頼らず、数式のイメージを理解で

き、また web 上で学習できるようにし、その効

果を評価する。 

 

２．調査方法 

任意に分けた２グループ A,B に対して、最初は

両方ともに国家試験の過去問を解かせる。その

後、A には、従来通り、講義による説明をしたの

ち、別の過去問（図３）を解かせる。B には、開

発したシステムを用いて、実際に web 上で見て

もらい、その後、A と同じ過去問を解かせて、そ

の効果を評価する。さらに次の評価アンケート

もとった。 

評価アンケート項目は、コンピュータ、物理な

どの好き嫌いや教え方などについて３２項目、

５段階/項目で構成され、下記にその一例を（図

４）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 
（図 1-1） 

 

（図 1-2） 
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（図 2-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（図 3） 

 

 
（図 4） 

 

３．考察 

テストとアンケートの結果より、アンケートは

主成分分析し、第 1 主成分、第 2 主成分などを

出し、それらの相関係数も考慮して、授業前に

生徒 1 人 1 人に適した指導方法を決めることが

できる。 

テストは２つのグループ間の得点差の検定と

その要因を分析し、有意な結果が得られた。こ

れらのことより、1 人 1 人に合わせた方針を立て

た後、今回の e ラーニングシステム（遠隔教

育）を用いると、従来の方法より国家試験の対

策にも効果があると結論付けられる。また、今

回は時間の関係上行なえなかったが、ある程度

長い期間（数ヶ月）での調査をし、いつでもど

こでも（ユビキタス）できる web での学習と従

来の講義での学習との評価を行なうことが、次

回の課題である。 
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